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図2

糖尿病と合併症

糖尿病とmultimorbidity

（出口尚寿. 糖尿病ケア 16(7): p13, 2019 引用）

（出口尚寿. 糖尿病ケア 16(7): p14, 2019 引用）

糖
尿
病
と
合
併
症
・
併
存
症

糖
尿
病
は
血
管
病
と
も
言
わ
れ
、
高
血

糖
を
放
置
す
る
と
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に

血
管
が
侵
さ
れ
ま
す
。
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
や
糖
尿
病
罹
病
期
間
と
相
関
し
、
糖
尿

病
特
有
の
合
併
症
と
し
て
知
ら
れ
る
細
小

血
管
症
（
神
経
障
害
、網
膜
症
、腎
症
）
と
、

動
脈
硬
化
や
血
栓
形
成
に
よ
り
発
症
す
る

大
血
管
症
（
虚
血
性
心
疾
患
、
脳
血
管
疾

患
、
末
梢
動
脈
疾
患
）
が
良
く
知
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。「
人
は
血
管
と
と
も
に
老
い

る
」
と
言
わ
れ
、
糖
尿
病
は
血
管
を
中
心

に
老
化
が
早
く
か
ら
進
行
す
る
病
気
と
も

言
え
ま
す
（
図
1
）。 

一
方
、
糖
尿
病
で
は
感
染
症
へ
の
抵
抗

力
が
低
下
す
る
た
め
、
歯
周
病
や
足
白
癬

な
ど
軽
微
な
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
神
経
障
害
や
末
梢
動
脈
疾
患
が

進
行
す
る
と
足
に
壊
疽
を
生
じ
、
重
症
例

で
は
切
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
他
方
、

糖
尿
病
で
は
、
認
知
症
や
消
化
器
系
の
癌
、

転
倒
に
よ
る
骨
折
の
頻
度
が
高
い
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
併
存
症
と
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図3 生活習慣病の受療率

呼
ば
れ
、
高
齢
糖
尿
病
患
者
の
増
加
と
と

も
に
複
数
の
併
存
症“m

ultim
orbidity” 

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
2
）。

本
シ
リ
ー
ズ
第
一
回
は
、
こ
れ
ら
糖
尿

病
合
併
症
・
併
存
症
の
主
因
で
あ
る
糖
尿

病
に
つ
い
て
、
鹿
児
島
県
に
お
け
る
現
状
と

問
題
点
を
解
説
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
受
療
率
と
医
療
費

鹿
児
島
県
の
生
活
習
慣
病
受
療
率
は
、

入
院
、
外
来
と
も
全
国
よ
り
も
高
く
、
特

に
脳
血
管
疾
患
、
腎
不
全
、
虚
血
性
心
疾

患
の
入
院
受
療
率
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
の

外
来
受
療
率
が
全
国
よ
り
も
高
い
現
状
に

あ
り
ま
す
。
人
口
10
万
人
当
た
り
の
生
活

習
慣
病
関
連
患
者
数
（
受
療
率
・
平
成
26

年
）
を
見
る
と
、「
高
血
圧
性
疾
患
」「
脳

血
管
疾
患
」
が
い
ず
れ
も
全
国
1
位
、「
心

疾
患
」
が
全
国
4
位
、「
糖
尿
病
」
が
全

国
5
位
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
3
）。
平

成
27
年
度
の
1
人
当
た
り
県
民
医
療
費

4
0
7
千
円
は
、全
国
平
均
の
約
1.2
倍（
全

国
3
位
）
で
あ
り
、
鹿
児
島
県
で
は
生
活

習
慣
病
に
か
か
る
医
療
費
の
抑
制
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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図5

健診における有所見者状況〜糖尿病関連（平成30年度、全医療保険者）

糖尿病性腎症による新規透析導入患者の状況

特
定
健
診
に
お
け
る
糖
尿
病
、高
血
圧
の
現
況

鹿
児
島
県
の
特
定
健
診
有
所
見
率

に
よ
る
と
、
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る

H
b
A
1
c
が
6.
5
％
以
上
の
割
合

は
、
平
成
26
年
度
7.
4
8
%
か
ら
平

成
30
年
度
に
は
8.
9
%
と
上
昇
し
、
全

国
ワ
ー
ス
ト
1
位
で
し
た
（
図
4
）。
さ

ら
に
、
H
b
A
1
c
8.
4
％
以
上
の
割

合
は
1.
1
8
%
で
、
沖
縄
に
つ
い
で

ワ
ー
ス
ト
2
位
で
し
た
。
収
縮
期
血
圧

1
4
0
m
m
H
g
以
上
の
割
合
は
全
国
13

位
で
し
た
。
こ
の
現
状
は
、
鹿
児
島
県
の

脳
血
管
疾
患
、
腎
不
全
、
虚
血
性
心
疾
患

の
入
院
受
療
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
要
因
と

考
え
ら
れ
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
と

保
健
指
導
、
医
療
に
繋
げ
る
体
制
づ
く
り

が
重
要
と
言
え
ま
す
。

糖
尿
病
合
併
症（
腎
）

糖
尿
病
合
併
症
の
中
で
も
、
特
に
腎
症

の
進
行
に
よ
る
透
析
が
医
療
費
高

騰
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
お
り
、

国
を
挙
げ
て
腎
症
重
症
化
予
防
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
日
本
透
析
医

学
会
統
計
調
査
委
員
会
報
告
（
令

和
元
年
）
に
よ
る
と
、
鹿
児
島
県

の
透
析
患
者
数
は
5
5
6
7
名

で
、
人
口
1
0
0
万
対
で
全
国

第
6
位
、
新
規
透
析
患
者
数
は

5
6
6
名
で
、
人
口
1
0
0
万

対
で
全
国
11
位
で
し
た
。
そ
の
う

ち
糖
尿
病
性
腎
症
に
よ
る
新
規

透
析
導
入
患
者
数
は
2
3
8
名

（
42.
0
％
）
で
、
全
国
18
位
で

し
た
（
図
5
）。
鹿
児
島
県
で
は
、

糖
尿
病
性
腎
症
を
原
疾
患
と
す
る

透
析
導
入
者
の
割
合
は
低
い
よ
う

に
見
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

近
年
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
良
好

で
も
、
高
血
圧
や
肥
満
な
ど
動
脈
硬
化

リ
ス
ク
因
子
を
も
つ
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に

腎
機
能
低
下
を
呈
す
る
症
例
が
増
加
し
、

糖
尿
病
性
腎
臓
病
（diabetic kidney 

disease: D
KD

）
の
概
念
が
提
唱
さ
れ
ま

し
た
。
す
な
わ
ち
、
糖
尿
病
性
腎
症
を
含

む
D
K
D
発
症
進
展
抑
制
の
た
め
に
は
、

血
糖
は
も
ち
ろ
ん
、
多
因
子
へ
の
介
入
が

重
要
と
言
え
ま
す
。

合
併
症
・
併
存
症
重
症
化
予
防
の
た
め
に

H
b
A
1
c
を
1
％
、
収
縮
期
血
圧
を

10
m
m
H
g
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
合

併
症
リ
ス
ク
は
確
実
に
低
下
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
（
U
K
P
D
S
研
究
）。

糖
尿
病
診
断
か
ら
早
い
段
階
で
血
糖
の
み

な
ら
ず
、
血
圧
、
脂
質
、
体
重
な
ど
多
因

子
に
介
入
す
る
と
、良
い
意
味
で
の
レ
ガ
シ
ー

（
遺
産
効
果
）
と
し
て
将
来
の
合
併
症
進

展
抑
制
に
寄
与
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
デ
ー
タ
で
示
し
た
よ
う
に
、

鹿
児
島
県
で
は
糖
尿
病
重
症
化
予
防
に
資

す
る
多
職
種
連
携
で
の
取
り
組
み
が
至
上

命
題
と
言
え
ま
す
。
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